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大
谷
村
川
竹
嶋
渡
海
之
事 

大
谷
村
川
両
家
各
米
子
住
居
の
も
の
に
し
て
代
々
名
あ
る 

町
人
な
り
、
子
孫
今
に
町
年
寄
役
勤
む
、
此
両
家
竹
島
渡
海
免 

許
儀
を
蒙
る
事
ハ
当
国
前
の
大
守
中
村
伯
耆
守 

忠
一
慶
長
十
四
年
ニ

卒
去
あ
つ
て
嗣
な
き
ゆ
へ
故
跡
式 

断
絶
す
、
其
後
元
和
二
年
ま
て
国
守
な
く
し
て
御 

領
と
な
り
御
城
代
年
々
武
都
よ
り
来
番
し
て 

4
 当

城
に
居
し
伯
州
を
鎮
護
あ
る
、
元
和
二
年
阿
部
四
郎 

五
郎
在
番
あ
る
此
時
両
家
竹
島
渡
海
之
事
を
希
ふ 

然
る
に
翌
年
松
平
新
太
郎
光
政
卿
当
国
を
官
領
し 

て
入
部
有
る
に
依
両
人
又
是
を
願
ふ
処
、
光
政
直
に
武 

都
へ
告
て
是
を
免
さ
れ
、
夫
よ
り
竹
島
へ
押
渡
り
海

臘

（
マ
マ  

猟
カ
）

儀
を 

を
（
桁
）

な
す
、
其
後
毎
年
渡
海
怠
ら
す
、
然
る
に
元

録
（
マ
マ
）

五
申
の 

年
渡
海
す
る
処
に
唐
人
群
居
し
て
海

臘

（
マ
マ  

猟
カ
）

を
な
す
両
氏
是
を 

制
す
い
へ
と
も
更
に
聞
入
す
、
そ
れ
の
ミ
な
ら
す
、
既
に
危
難
ニ 

５ 及
ハ
ん
と
す
に
よ
り
、
両
氏
無
念
な
か
ら
帰
帆
す
、
又
翌
酉 

の
年
渡
海
す
る
に
唐
人
数
多
渡
り
家
屋
を
も
ふ
け
て 

海
猟
を
な
す
に
依
り
、
両
氏
謀
を
な
し
唐
人
弐
人

擒
と
り
こ

に
し
て 

召
連
れ
て
帰
帆
シ
、
同
年
四
月
廿
七
日
未
の
下
刻
米
子
ニ 

着
岸
し
て
灘
町
大
谷
九
右
衛
門
宅
ニ

唐
人
を
入
置
、
其
旨 

言
上
に
及
ふ
、
清
源
公
綱清

聞
召
、
大
谷
村
川
并
唐
人
を
鳥
取
へ
召 
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寄
給
ふ
、
加
納
郷
右
衛
門
尾
関
忠
兵
衛
両
人仰

に
依
て
彼
者
共
を 

召
連
参
り
、
御
吟
味
の
上
東
都
へ
言
上
し
給
ふ
、
朝
鮮
国
よ
り
も 

6
 使

を
以
て
彼
島
の
事
種
々
訴
訟
し
け
る
ゆ
へ
遂
に
彼
嶋島

をを
ハ 

朝
鮮
に
附
せ
ら
れ
大
谷
村
川
渡
海
之
儀
停
止
仰
出
さ
れ
た
り 

是
よ
り
退
転
し
て
今
に
至
て
島
渡
の
も
の
な
し
、
竹
嶋
と
は 

日
本
を
離
る
ゝ
事
幽
遠
に
し
て
朝
鮮
ヘ
ハ
程
近
シ
、
渡
島
の
者
三 

四
月
の
頃
先
隠
岐
国
へ
渡
り
強
き
南
風
を
得
て

纜
と
も
づ
な

を
解
き 

押
渡
る
、
島
ハ
隠
岐
よ
り
乾
に
当
て
行
程
百
里
計
り
、
朝
鮮
へ
ハ 

程
近
く
、
彼
国
の
湊
釜
山
海
の
浦
ハ
其
間
十
八
里
夜
ニ

至
れ
ハ 

彼
浦
ニ

燈
す
火
の
光
り
慥
ニ

見
ゆ
る
と
か
や
、
夏
の
間
ハ
か
の
島
ニ 

7
 あ

り
て
海

臘

（
マ
マ  

猟
カ
）

を
し
、
秋
に
到
て
厳
き
北
風
に
乗
し
て
帰
帆
す 

渡
海
の
も
の
行
齢
を
限
り
三
十
を
越
る
者
ハ
海
上
の
風
波
を 

凌
事
か
た
し
と
な
り
、
島
の
形
ち
三
ツ
に
分
れ
、
山
嶽
そ
ひ
へ
境
内 

広
か
ら
す
、
人
民
居
せ
す
、
大
竹
喬
木
茂
り
盛
に
し
て
諸
島
禽 

獣
多
く
魚
鼈
具貝

類
素
よ
り
磯
辺
に
充
満
し
て
産
物
足
る 

嶋
な
り
と
か
や
、
甘
露
の
瀧
有
并
異
な
る
泉
あ
り
と
言
う
、
ま
た 

此
嶋
に
生
す
る
猫
、
尾
の
形
惣
し
て
短
く
曲
れ
る
也
、
今
に
至
て 

尾
の
短
く
曲
れ
る
ハ
世
の
人
竹
嶋
猫
と
称
す
る
な
り
、
ま
た
蚫
極
て 

8
 大

き
く
是
を
串
蚫
に
す
る
に
其
好
味
な
る
事
類
ひ
な
し 

所
謂
蚫
を
得
る
事
夕
に
岸
の
沚

ミ
キ
ハ

に
竹
を
□
て
海
中
ニ 

沈
め
置
、
朝
に
は
是
を
浮
れ
ハ
蚫
蛤
の
竹
の
枝
葉
に
附
事 

生
る
木
の
実
の
如
し
、
其
外
種
々
の
産
物
伯
因
之
両
国
ハ
品 

に
及
ハ
す
、

普
あ
ま
ね

く
日
本
の
利
潤
な
り
し
に
退
転
に
及
事 

惜
む
ニ

余
あ
り 
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